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受賞コメント

工事写真等

推薦理由

工事の概要

⼯事名

受注者名

⼯事場所 請負⾦額

⼯期 成績評定点

完成年⽉⽇ 推薦公所

主任（監理）技術者 総括監督員

⼯事内容
主任監督員

監督員

この度、県⼟整備部⻑表彰を賜り、誠にありがとうございます。
この栄誉は、⻄北地域県⺠局地域整備部道路施設課のご指導と、

地域住⺠の皆様のご協⼒の賜と⼼得ております。⼼より感謝と御礼
を申し上げます。弊社は、高品質、高効率の施工を目指し、品質・
環境・安全のシステムを運⽤し、社員の資質向上を図っております。
今後もこの栄誉を励みに、ICT技術の促進や週休二⽇制などの労働

環境の改善を図り、益々の技術の研鑽に努めてまいります。
また、国⼟強靱化の⼀翼を担う建設会社を目指し、良質な建設工

事を通して、地域発展のために貢献いたします。 監理技術者
松川 宜史

主要地⽅道五所川原⿊⽯線梅⽥バイパスは、現道部の幅員狭⼩区間を回避し、鶴⽥町や板柳町⽅⾯から津軽⾃動⾞道五所川原東IC
へのアクセスと沿線住⺠の安全性の向上を図る事業であり、当該工区（第⼀期L=1.96km）は⼀級河川⼗川に架橋する橋⻑
L=108.3m の梅⽥橋をはじめ、⽔⽥地帯を横断する2⾞線道路を新設するものであるが、本工事は、このうち、梅⽥橋のA1橋台を施
工したものである。
施工にあたり場所打ち杭の鉛直性確保や孔壁の崩壊防⽌対策における品質管理や冬期施工を考慮したコンクリートの品質管理が最重

要課題であったが、適切に管理し工事を完遂した。
また、周辺住⺠、保育園、介護施設等への地元対応をはじめ、高校⽣のインターンシップ活動による現場実習を受け入れるなど工事

完了まで適時適切に調整を⾏うとともに、建設業の魅⼒を伝える活動に寄与するなど地域への貢献度は評価できるものであった。
上記のように品質出来栄えが優れるとともに、現場施工における作業工夫や地域貢献においても特に優秀であったため、⻘森県県⼟

整備部優良工事に推薦するものである。

五所川原⿊⽯線橋梁整備（梅⽥橋）工事

五所川原市大字梅⽥地内

松川 宜史

齋勝建設 株式会社

平成30年3月23⽇〜平成31年4月30⽇

施工数量 N=1基
場所打杭工 N=18本 橋台躯体工 N=1式

281,070,000円
88点

城前 俊浩

對馬 卓也

⻄北地域県⺠局地域整備部

櫻⽥ 雅彦

平成31年4月22⽇

着工前

完成後

ｳｴｲﾄ、ｽﾀﾋﾞﾗｲｻﾞｰ付の掘削ﾋﾞｯﾄ

直角2⽅向での鉛直確認

超音波測定器

孔内⽔低下警報器

熱電対素線⾃動記録温度計

ハイパーエアシート
（封かん養⽣）

ハイパーネット
（ひび割れ低減）

地元対応 高校⽣ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ

代表取締役
齋藤 彰浩
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